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一般質問…
5名の議員が登壇

借
地
は
合
併
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ

り
、
旧
三
町
村
が
各
事
情
に
よ
っ
て

お
借
り
し
た
も
の
と
思
う
が
、
市
の
財
政

事
情
を
考
え
た
場
合
、
見
直
し
、
ま
た
は
今

後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
長
　
借
地
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

関
係
部
局
の
協
議
だ
け
で
は
結
論
を

出
し
に
く
い
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
今

年
度
、
既
に
借
地
改
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
を
外
部
に
委
託
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
見
直
し

作
業
を
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
評
価
額
等
も
考
慮
し
て
、

年
度
内
に
は
見
直
し
の
基
準
を
策
定

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と

に
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
契
約
更
新
時

に
は
随
時
地
権
者
と
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

結
婚
問
題
に
つ
い
て

合
併
以
来
、
年
々
数
百
人
単
位
で
人

口
減
少
が
続
い
て
い
る
。
市
に
と
っ

て
も
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を

解
消
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
結
婚
増
を

期
待
す
る
が
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
地
域
ぐ
る
み
で
結
婚
対
策
に

取
り
組
め
る
整
備
を
進
め
、
結
婚
や

子
育
て
に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
長
公
室
長
　
県
が
推
奨
し
て
い
る

﹁
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
﹂
や
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
桜
川
市
広
報
誌
の
お
知

ら
せ
コ
ー
ナ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
し
周
知
し
て
い
ま
す
。

施
設
建
設
着
工
の
予
定
は
。

教
育
長
　
平
成
二
十
一
年
の
夏
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

施
設
建
設
敷
地
で
、
発
掘
す
る
歴
史

的
根
拠
は
。

教
育
長
　
一
応
、
歴
史
的
に
陣
屋
跡

と
い
う
場
所
だ
か
ら
で
す
。

発
掘
は
、
い
つ
ど
の
程
度
か
。

教
育
次
長
　
発
掘
は
二
ヵ
所
で
、
一

五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
平
成
二
十
一

年
一
月
ま
で
に
完
了
予
定
で
す
。

真
壁
中
央
公
民
館
や
桜
川
市
歴
史
民

俗
資
料
館
等
、
取
り
壊
し
の
時
期
は
。

教
育
長
　
ひ
な
祭
り
が
終
わ
っ
て
か

ら
着
工
し
ま
す
。

最
近
、
施
設
建
設
に
関
わ
る
問
題
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
問
題
の
現
地
へ

行
っ
た
か
。

教
育
次
長
　
某
商
店
に
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
現
地
に
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

施
設
建
設
に
伴
い
、
公
園
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

審
議
会
の
開
催
や
知
事
と
の
合
意
協

議
等
、
一
連
の
法
定
手
続
に
従
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

景
観
条
例
の
成
立
は
。

建
設
部
長
　
平
成
二
十
一
年
三
月
議

会
で
、
成
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

施
設
建
設
・
重
伝
建
地
区
や
担
当
部

署
の
連
携
等
の
質
問
だ
が
、
よ
い
建

物
を
速
や
か
に
建
て
る
た
め
、
私
は
以
前

か
ら
い
ろ
い
ろ
提
言
し
て
き
た
。

　
今
回
の
質
問
で
も
指
摘
し
た
が
、
不
足

が
ま
だ
多
々
あ
る
。
今
後
の
進
め
方
は
。

市
長
　
市
民
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

ま
ず
い
と
こ
ろ
は
訂
正
し
、
粛
々
と

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
間
で
相
談
し
な
が
ら
、
重
伝
建
地

区
に
合
っ
た
建
物
を
建
て
て
い
き
た
い
。

合
併
前
に
は
順
次
更
新
さ
れ
て
い
た

机
と
椅
子
が
、
合
併
後
は
ま
っ
た
く

更
新
さ
れ
ず
、
お
粗
末
き
わ
ま
り
な
い
状

況
だ
が
。

市
長
　﹁
古
い
、
危
な
い
、
規
格
外
﹂と

い
う
指
摘
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
建
物
の
補
修
を
優
先
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

更
新
し
ま
す
。

基
本
的
な
備
品
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
で
の
議
論
は
。

教
育
長
　
机
と
椅
子
の
傷
み
は
承
知

し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
校
長
会
か

ら
、
新
規
格
へ
の
要
望
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
早
急
に
対
応
し
ま
す
。

工
業
団
地
の
現
況
に
つ
い
て

工
業
団
地
の
現
況
は
。

市
長
公
室
長
　
全
二
十
六
社
で
一
、

三
〇
〇
人
の
雇
用
。
税
収
で
は
、
固
定

資
産
税
一
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
、
法
人
市
民

税
は
五
、
〇
〇
〇
万
円
︵
平
成
二
十
年
度
︶

で
す
。

法
人
市
民
税
の
八
五
％
は
工
業
団
地

以
外
の
事
業
所
。
ま
た
、
市
民
税
よ
り

固
定
資
産
税
の
方
が
多
い
市
の
現
状
か
ら

導
か
れ
る
行
政
の
課
題
は
何
か
。

市
長
　
生
活
基
盤
の
整
備
で
す
。
特

に
東
山
田
岩
瀬
線
を
早
急
に
。
情
報

化
時
代
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
も
未

熟
。
上
曽
ト
ン
ネ
ル
は
八
郷
側
の
未
買
収

地
が
あ
り
、
着
工
に
手
間
取
っ
て
い
ま
す
。みんなの机や椅子が順次更新されます

相田一良 議員

借
地
の
見
直
し
、
対
応
は

増田　豊 議員

多
目
的
複
合
施
設
建
設
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

林　悦子 議員

小
中
学
生
の
学
習
机
の
更
新

に
つ
い
て

一
九
九
四
年
に
国
指
定
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
﹁
真
壁
城
跡
﹂
整
備
事
業

は
、
今
ま
で
一
一
億
円
か
け
て
き
た
。
十
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
敷
地
を
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。
現
地
見

学
会
で
も
桜
川
市
民
の
参
加
が
少
な
い
の

が
気
に
な
っ
た
。
今
後
の
費
用
の
概
算
と

完
成
予
定
図
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
　
費
用
は
今
後
一
三
億
円
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
県
の
補
助
が
当
初

の
四
分
の
一
か
ら
八
分
の
一
に
な
っ
た
の

が
残
念
で
す
。
発
掘
調
査
に
基
づ
く
復
元

整
備
が
原
則
で
す
の
で
、
調
査
の
進
展
に

伴
い
随
時
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

花
の
入
り
公
園
を
加
波
山
登
山
口
に

花
の
入
り
公
園
を
登
山
口
に
し
て
、

東
飯
田
林
道
を
活
用
し
て
加
波
山
登

山
道
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
道
も
整
備

さ
れ
て
い
る
し
、
距
離
的
に
も
中
高
年
向

き
だ
と
思
う
。

経
済
部
長
　
こ
の
道
は
旧
笠
間
営
林

署
の
管
理
用
道
路
で
す
。
現
在
の
道

菊池節子 議員

今
ま
で
で
一
一
億
円
、

こ
れ
か
ら
一
三
億
円
か
け
る

﹁
真
壁
城
跡
﹂
整
備
事
業

路
管
理
者
で
あ
る
茨
城
森
林
管
理
署
に

﹁
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
﹂
と
し
て
の
整
備
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

小
ノ
池
︵
岩
瀬
地
区
大
月
︶
の
水
管

理
に
つ
い
て

秋
に
小
ノ
池
の
周
辺
は
異
臭
が
し
た
。

カ
ラ

水
が
抜
か
れ
て
空
に
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
水
管
理
を
さ
れ
て
い

る
の
か
。

経
済
部
長
　
今
年
は
例
年
に
な
く
、

水
草
が
繁
茂
し
ま
し
た
。
農
業
用
水

と
し
て
の
通
水
期
間
が
終
わ
っ
て
も
、
治

水
基
準
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
も
、
豊

富
な
水
を
蓄
え
る
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。真壁城跡現地見学会の様子


